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都 立 美 原 高 等 学 校 全日制課程
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路「自律共生」の精神の涵養
－キャリア教育を基調とし、上級学校に進学する学校
－

主 な 部 活動
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ア ク セ ス
京浜急行本線平和島駅下車　徒歩7分

JR大森駅東口より京浜急行バスで「平和島駅」バス停下車徒歩７分
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７00名（男子314名、女子386名）
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http://www.mihara-h.metro.tokyo.jp/
自律経営推進予算
31年度(単位：万円)

2,174

大田区大森東一丁目３３番１号
143-0012 電話

番号
03-3764-3883 募集人員

東京モノレール流通センター駅下車　徒歩15分
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単位制の特長を活かした多彩な選択科目の開設と、習熟度別展開、少人
数制授業。

スポーツ特別強化校・スマートスクー
ルＢＹＯＤ研究事業指定校
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文スポ
推薦

男女

男女

推薦

推薦に基づく選抜48名（文化スポーツ等特別推薦枠を含む）、学力に基づく選
抜189名、合計237名（男女別定員枠なし）
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そ の 他

学力
検査

制服
男女ともにブレザー
女子は、スカートの他パンツスタイルもある。

目

標

①

学力向上と自律的な学習習慣の一層の定着
多様な進路希望を実現していくために基礎・基本となる学力を向上
させる。そこで自主的な学習習慣の一層の定着を支援する。そのた
めに、自習室の利用促進や都教委のスマートスクール事業を活用
し、校内Ｗｉ-Fｉの設置、動画視聴による自習環境整備、学習サポー
ターの派遣などの環境整備を行う。

基

本

情

報

所 在 地

今年度の重点目標

（１）望ましいキャリアを育成し、社会での自らの役割を考える生徒を育成する学校（２）自律の精神を堅固にし、意欲的に自己実現を図ろうとする生徒を育てる
学校（３）生徒の学力を保障し、生徒の進路希望を実現できる学校（４）生徒の個性を伸長し、自他を認め合うことができる生徒を育てる学校

そ の 他
の 特 徴

目 指 す 学 校

主な学校行事

目

標

③

主体的な部活動運営や学校行事を通じて、自律共生の精神を涵養
部活動を最大限支援し、人間性の向上力や、より高い競技力の育
成を目指す。さにに部活動の成果を広く地域にも還元できるように
自律的な運営を行う。また、学校行事の企画・運営にも、生徒の意
見を取り入れ自主性を重んじる。そのために、都教委のスポーツ特
別強化校を活用し、充実を図る。

目

標

②

望ましいキャリアを育て、生きる意味と進路目標を明確化
３年間の「総合的な学習(探究)の時間」の学習活動を通じて、生きる
意味や社会での役割を見出し、進路希望を結びつけて考える生徒
を育成する。そのために、きめ細かい個人指導や、課題解決型の進
路学習を実施し、進路開発に役立てる。また、美原進路サクセスプ
ランを作成し、全教職員で指導にあたる。
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目
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今年度の数値目標の内容

目標③ 充実した学校生活 （部活動入部率）
目標② 大学への進学者率
目標① 学校満足度（学校評価からの指標）

実績 目標実績
92%90%90%

目標
92%

30年度
目標 実績
90%

目標

男女

目標

本校の校訓である「自律共生」の精神を育むために、生徒自身による時間の管理に関する指導や遅刻指導等を通
年実施した。その結果、年間を通じた１日当たりの遅刻生徒数は、１学級当たり１人弱程度である。また、いじめ等の
問題行動もほぼ皆無に近い。一方、自習室の積極的開放や学習サポーター事業を通じて、生徒が自律的に学習す
る習慣も定着してきており、概ね９０名程度の生徒が、考査前には自習室や学習サポーターを活用している。さらに
１年次生はほぼ全員がWi-Fi環境を活用して朝学習を自主的に行っている。

年間を通じて、担任による、個人面談の機会を設け、進路指導の充実を図った。また、「総合的な学習(探究)の時
間」では生徒自らが高校卒業後の進路はもとより、どのような社会人を目指すかについて考えさせる指導をしてい
る。次年度に向けての履修指導では模擬テストの分析を教職員で行い、個々の生徒の学力の伸びや課題を生徒に
具体的に還元し、より個々にあった履修ができるようにした。志望校に合格できなかった卒業生に対しても、受験に
役立つ情報を提供するとともに、相談体制を整えた。

部活動加入率は７０％台に達し、部活動が活性化している。弓道部は都大会で優秀な成績を修め関東大会に出場
し、陸上部も新人戦で関東大会に出場した。女子バレーボール部は都大会において活躍した。和太鼓部は都高文
連主催の大会で金賞を受賞するとともに、和太鼓財団主催のジュニアコンクールにおいて、東京都代表に選出され
全国大会に出場した。さらに和太鼓集団「鼓童」による演奏会も実施した。また、吹奏楽部も活発に活動した。自律
共生の精神を育むため、生徒の企画・立案による体育祭や文化祭を実施した結果、商店街等の地域社会との交流
が深まり活性化が図られた。
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33年度 34年度今年度

今年度の取組と自己評価

男女

文化・スポーツ等特別推薦枠により、男子サッカー4名、女子バレーボール4
名、男女陸上2名、男子バスケットボール2名募集。

短 期
大 学

3.6% 20.1%

個人の「進路カルテ」を活用した個別面談の実施と進路プログラムの充実。
女子バレーボール部（関東大会出場２回）、弓道部（インターハイ、国体毎年）、和太鼓部
（全国大会毎年）、サッカー部（都大会）、陸上部（関東大会）、吹奏楽部（関東大会）

「入学して（させて）良かった」生徒76％、保護者92％・「学校生活は楽しく充実」生徒87％
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専 門
学 校

その他

男女

年
度
入
学
生

1.83
推薦

2.79男女

7.1%

72%

90%

IBC（新入生宿泊行事）、体育祭、文化祭「四葉祭」（一般公開）、各種キャリア行事、修学旅行

文スポ

32年度

88%

29年度

平成31年度　都立学校・学校経営シート
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目標 実績
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60% 35%
62%

55% 43%
71%

61%
69%63% 70% 70%
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東京都教育委員会スポーツ特別強化校

未来の自分をつくる学力

「生き方」を導く考え方の育成

生涯にわたって必要となる各教科の学習と、単
位制の特長を活かして設定している特色ある
多くの科目を学ぶことで、人間としての豊かな
教養を身に付けます。

総合的な学習の時間を活用して実施
するキャリア育成プログラム
Gateway to Careers -未来への扉‐で
は、職業講話や上級学校見学のほ
か自己探求、表現力の育成、課題解
決型の学習活動を通じて、生き方を
深く考えていきます。

部活動の充実は、美原の宝！
女子バレー、弓道、和太鼓、男
子バスケット、サッカー、陸上、
テニス、柔道など、国体や関東
大会をはじめ全国規模で活躍す
る部もたくさんあります。

東京都教育委員会スマートスクール構想ＢＹＯＤ研究事業


